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よこはま

支部だより

第59号

2013年 夏

□ 神奈川県建築士会横浜支部 □

「平成25年度第20回通常総会」議事録

日時 平成25年05月18日（土） 14時00～

会場 横浜情報文化センター

出席者数 43名 委任状 178名

合計 221名（13時55分時点）

司会 長井 邦夫

♢開 会 ♢ PM 02:00

１ 支部長挨拶 山成 芳直

２ 議長選出 議長 山成 芳直

３ 議事 PM 02:08

１ 平成24年度 活動報告

総務委員会 報告者 長井 邦夫

厚生委員会 報告者 菊嶋 秀生

技術情報委員会 報告者 田中 克樹

広報委員会 報告者 落合 博

２ 平成24年度 収支決算報告・監査報告

収支決算報告 報告者 渡邉 一郎

監査報告 報告者 酒井 康裕

３ 平成25年度 活動計画案

技術情報委員会 提案者 田中 克樹

厚生委員会 提案者 菊嶋 秀生

広報委員会 提案者 落合 博

総務委員会 提案者 長井 邦夫

横浜支部総会

が開催されました

ご報告致します
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４ 平成25年度収支予算案 提案者 渡邉 一郎

PM 02:24

５ 支部規程の一部変更案 提案者 長井 邦夫

「社団法人神奈川県建築士会」から「一般社団法人神奈川県建築士会」の変更に伴い、支部規程の第一条及び第二条

内の名称を変更する。

６ 役員の一部変更案 提案者 長井 邦夫副支部長 「会計監査」服部範二氏及び酒井康裕氏が退任、

金子修司氏及び藤田 武氏が新任、「広報委員長」大貫 浩氏が退任落合 博氏が新任。

上記１～６まで一括質疑応答

質問者石田：平成25年度予算案について、24年度の「支部だより」刊行費の決算額に比べて予算案の額が多すぎるの

では？

回答：24年度とは異なる編集方法を採用する。

その他質疑無し

「活動報告」「収支決算報告・監査報告」「活動計画案」

「予算案」「支部規程の一部変更」及び「役員の一部変更案」を議案書通り全員の拍手にて採択

４ 議長解任・議事終了

最後に、支部活動に積極的に参加していただきたい：支部長より依頼

PM02:37

５ 来賓紹介

横浜市建築局長 坂和 伸賢

建築士会副会長 佐藤 りさ

建築士会相談役 藤田 武

６ 来賓挨拶 横浜市建築局長 坂和 伸賢

♢ 閉 会 ♢ PM 02:49

第２部

司会 下 村 旭 PM 03:15～PM 04:55

講演会：建築家・手塚 貴晴

テーマ『懐かしい未来』

参加者： ８４名

第３部 懇親会 会場：ﾗﾝﾁｬﾝｱﾍﾞﾆｭｰ

司会 菊嶋 秀生 PM 05:10～

参加者：５１名（来賓･招待者を除く）

挨拶 山成 芳直

乾杯 星賛助会代表

中締め 落 合 博 PM 06:15

以 上

書記 落 合 博
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総会報告 ２



建築家手塚貴晴氏講演 ―「懐かしい未来」―

神奈川県建築士会横浜支部総会は、5月18日横浜情報文化センターにて行われました。

記念講演は建築家、手塚貴晴さんでした。

■すべては家族から

講演は、手塚貴晴氏と手塚由比氏ご夫妻おなじみの青、赤ペアルックの画像から始まった。

「すべては家族から始まる」という手塚氏の言葉の意味は、作品を追い、手塚氏の妻、父、

子どもが登場するお話をうかがううちに納得していった。

■傾いていること

たとえば「傾いた広場」は独特で、人がたむろする。カンポ広場も、ポンピドーセンター

前の広場も、メルボルンのシティスクエアも。

「屋根の上」も、そこに立った時にこみ上げるうれしさや、ロマンティックさが、ただの

屋上とは全く異なる。

それが、代表作品の一つ「屋根の家」で生み出した場。

今は、この代表作品がゆえに行政が厳しくなり、もはや日本で屋根に上れる住宅はつくれ

ない。「屋根の家」は、あとにも先にも、屋根が楽しめる唯一の家です、と手塚氏。

■建物で、人の生活は変えられる

ゆがんだ大きな楕円の「ふじ幼稚園」は、アートディレクターの佐藤可士和さんの声掛け

で設計が始まった、600人の園児のための「屋根の家」。

ここで、園児たちは、傾いた楕円の屋根を毎朝飽くことなく、ぐるぐるぐるぐる走り回り、

屋根にブスブスと生えている大木にしがみつき、縄の手摺を揺らして、自由に生きている。

自閉症の子どもの症状すら、なくしてしまえる、という。

建物で、人の生活、人の心、人の生き方を変えられる。

手塚氏は、それを自分の言葉としていう事ができる。

このほか、「彫刻の森ネットの森」、南三陸町の「あさひ幼稚園」、小児がんの子供たち

の家のプロジェクト「チャイルド・ケモ・ハウス」などを見ながら、話が進んだ。

■幸せがなんだかわからなくては、幸せは与えられない。

「懐かしい未来」とは。

昔、やりたくでもできなかった「人らしい生活」が、最先端の技術でできるようになる現

代、そして未来のこと。

不確定要素まで計算できる、それが21世紀だ。

草っ原のような建築、というシンプルな印象と、それを支える構造の特殊性が「懐かしい

未来」と呼ぶものなのだ。ものすごい軒の薄さ、ものすごい柱の少なさ、揺れる手摺、そ

の裏打ち。

エピソードの中の、度胸のある依頼主たちのうち一人の言葉「手

塚氏に頼むと、100パーセント満足できないけど、120パーセント

お気に入りのものができるよ」

空間に足かせをはめない手塚氏の強さ、構造への鋭い勘、「初め

て」に踏み出す快感とそれに突き進む力。それを以て手塚氏がや

ろうとしているのは、はっきりと人に幸せを与える建築、「かわ

いいな」と、人が愛すことができる建築を生み出すことだ。

3



 

横浜の時を旅する～ホテルニューグランドの魔法より 
 

講演では、開港当時の地図や絵を参考にしながら横浜という

町の形、外国人居留地、日本人町、西洋人と日本人の仲立ちと

して清国人が住む中華街ができた様子を知る事ができました。 

その後横浜は、町の多くが消失する大火、関東大震災、横浜

大空襲に見舞われますがその都度復興を遂げています。東北の

今を考えると心が痛みますが、必ず復興できると信じて支援し

続けていきたいと思いました。（話がずれてすみません） 

それから、１９４５年ＧＨＱが日本国民に三布告を出すと告

げたときに、ホテルニューグランドを舞台に死を覚悟で勇敢に

交渉に当たった岡崎勝男の話を聞き、影で日本を守ってくれた

人がこの時代にいた事を誇りに思いました。マッカーサーが宿

泊したホテルとして有名ですが、それ以外にも多くのドラマが

繰り広げられていたホテルが今も自由に宿泊、食事、訪れるこ

とができるのは本当に嬉しいことです。 

 

２０１２年１２月１７日、江戸川乱歩賞作家 山崎洋子

さんをホテルニューグランドにお招きして、新刊『横浜の時

を旅する～ホテルニューグランドの魔法』の裏話や横浜の歴

史、建物、土地の成立ちなどユーモアを交えたお話を聞く事

ができました。 

 

ホテルニューグランドは、昭和２年開業、駐留米軍に接収

された時期もありましたが今も美しい姿を残しています。本

館の回転扉を入ると、ニューグランドブルーと言われる海を

イメージした濃紺色の絨毯が敷かれた階段があり、２階のフ

ェニックスルームで講演会は行われました。 

ホテルのシンボルにもなっている不死鳥の意味を持つ“フ

ェニックスルーム”は、神殿にあるような照明があり和洋折

衷と簡単に言い切れない独特な雰囲気を持っていました。 

講演後、本館内のマッカーサーズスイート、

２階ロビー、タワー館最上階のチャペルなど

を見学しました。ロビーには、西洋から持込

まれた家具を修理することから独自に発展を

遂げた「横浜家具」があり、キング・クィー

ン・ジャックと呼ばれる特徴ある椅子を探す

のも楽しみのひとつでした。見学後は、フェ

ニックスルームで美味しいビュッフェスタイ

ルの会食会が行われました。 

 

ホテルニューグランドで山崎さんのお話を

聞き、多くの人々のドラマに思いを馳せ 

『見て・聞いて・触れて・味わう』五感を

通した体験で、自分もドラマの中に参加した

感覚を味わえる魔法のひと時でした。 

フェニックスルーム 

マッカーサズ・スィート 

山崎さんを囲んで集合写真 
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『サロン』を開催しました
技術・情報委員会主催



 

 

山手十番館の庭園の桜が葉桜の中、4 月 5 日（金） 

第 34 回「ワイン同好会」が開催されました。 

参加者は 29 名。穏やかな気候に恵まれ、コートも 

要らない程です。 

前日に会場へワインを運んで頂き、細やかな心遣

いに感謝致します。差し入れのドイツワインが、

デザートワインみたいな優しい飲みごたえで、美

味しく頂き、ありがとうございました。 

 

ソムリエの片桐様からの本日のワインの説明。 

料理担当者の方からの本日の料理の説明。和牛のほ

ほ肉の赤ワインの煮込み。とろけそうな触感で、和

牛から、わずかしかとれない希少な部位だとか。 

私が初めてこのワイン同好会に参加したのは、今

から 4 年前。皆様が温かく迎えて頂きました。ワイ

ンの種類・味わい・ワインに合う美味しい食事を学

び、楽しい会話など、皆様との交流を楽しんでおり

ます。次回の開催まで、今から楽しみです。 

（山田 夏江） 

 

ワインリスト    

 

１ ドラモット・ブリュット NV 

    （仏・シャンパーニュ） 

 

２ ロゼ・ブリュット ドラピエ NV 

    （仏・シャンパーニュ） 

 

３ ピュリニー・モンラッシェ‘99（白） 

  （仏・ブルゴーニュ）[ルイ・ラトゥール] 

 

４ ｼｬｻｰﾆｭ・ﾓﾝﾗｯｼｪ・ﾓﾙｼﾞｮ・ﾙｰｼﾞｭ‘09（赤） 

  仏・ブルゴーニュ）[ブラン・ガニャール] 

 

５ シャトー・ラネッサン‘０９（赤） 

（仏・ボルドー オー・メドック ブルジョワ級） 

 

６ シャトー・ランゴア・バルトン‘９７（赤） 

（仏・ボルドー・サンジュリアン・格付第３級） 

ドイツワイン   

第 34 回 「  ワイン同好会  」だより   IN 山手十番  
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同好会だより 皆様のご参加をお待ちしております！



平成２４年１２月８日（土） ＰＭ３：００～７：００

金沢産業振興センタ－ テニスコ－トＡ・Ｂ面（２面） 参加９名
今回は2面で4時間ということで、9名～10名の参加者がありました。

晴天でしたが強風のためとても寒い日でした。 風で思うようにボール

コントロールができず、皆さんとても苦労されていました。

１２月２２日（土） ＰＭＰＭ３：００～７：００

金沢産業振興センタ－ テニスコ－トＡ面（１面）参加４名

雨上がりで、とても寒い定例会でした。今年最後の定例会で、

参加者は４名でしたたが、休むことなくテニスができ、汗をかく程でした。

平成２５年１月１２日（土） ＰＭ５：００～７：００

金沢産業振興センタ－ テニスコ－トＡ・Ｂ面（２面）参加６名
本年初めての定例会です。コートは２面でしたが、参加者は６名と

少人数でした。 それ

ほど寒くなく、２時間ゲーム中心にたっぷりと練習ができました。

１月２６日（土） ＰＭ３：００～７：００

金沢産業振興センタ－ テニスコ－トＡ・Ｂ面（１面）

参加９名
今年一番寒い日での定例会でしたが、皆さんプレーに

は熱が入っていました。終了後、新杉田の焼き鳥屋さ

んにて、新年会を行い盛り上がりました。

２月９日（土） ＰＭ５：００～７：００（Ａ・Ｂ面）

金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト２面参加９名

今回は２面で２時間の定例会でしたが、 今年初参加のメンバーも３名参加
で２面をフルに使ってたっぷりとゲームができました。今回で１８０回目で

す！あと２０回で２００回達成！！

２月２３日（土） ＰＭ５：００～７：００（Ａ・Ｂ面）

金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト２面 参加９名

まだまだ寒い定例会でしたが、９名が参加してくれて ２面をフルに使っ

て練習ができました。

３月９日（土） ＰＭ３：００～７：００（Ａ・Ｂ面）

金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト２面 参加７名
今回はとても天気も良くて、初夏を思わせるほどで暑い位でした。

時間が長く取れたのでたっぷりと練習ができました。

ただし、今年はスギ花粉がとても多いので、花粉症の会員にはとても辛い
定例会となったようでし た。
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定例会報告
「 テニス同好会」だより



３月２３日（土） ＰＭ３：００～７：００（Ａ・Ｂ面）

金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト２面 参加１１名
天気もまずまずで、桜も満開の中での定例会でした。 ２面で４時間の

定例会は、ほとんど休憩なしのため、 最後は皆さんバテバテの様子で

したが、気候も良く とても気持ちの良い汗をかく事ができました。

４月１３日（土） ＰＭ３：００～７：００（Ａ・Ｂ面）

金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト２面（４時間）参加８名

天候も良く、テニスをするのに、ちょうど良いコンディションでした。
男性８名の参加があり、４時間の定例会はとても盛り上がりました。

４月２７日（土） ＰＭ３：００～７：００（Ａ・Ｂ面）
金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト１、２面参加８名

だんだんと、テニスをするのには良い気候になってきました。

今回も４時間の定例会で、参加者は８名でした。
たっぷりと汗をかき、楽しくゲームができました。

５月２５日（土） ＰＭ３：００～７：００（Ｂ面）
金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト１面参加７名

今月は合宿がありましたので参加者は少なかったのですが、ゲーム中心

に４時間たっぷりと練習ができました。

６月８日（土） ＰＭ３：００～７：００（Ａ・Ｂ面）
金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト１面、２面 参加８名

梅雨に入ったとはいえ初夏のような天候でしたが、 ４時間の定例会は

ゲーム中心にたっぷりと練習を行いました。 最後の方は皆さんバテ気

味の様子でした。

６月２２日（土） ＰＭ３：００～７：００（Ｂ面）
金沢産業振興センタ－ テニスコ－ト１面 参加７名

雨の予報が一転してテニス日和となりました。途中小雨はありましたが

十分にゲームを楽しみました。
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同好会会員募集中！

テニスに関心のある方どなたでも参加可能です。特に女性大歓迎！お気軽に連絡下さい。
定例会は原則第２・４土曜日を予定していますが、予約状況により異なりますのでお問い合わ

せください。

ご連絡の際はメールの場合でもお名前、連絡先の記入お願いします。

連絡先：玉野 045-894-8452 FAX893-6614



春 合 宿（他支部合同）に参加して

・平成２５年５月１１日（土）１２日（日）沼津ニューウェルサンピア１５名参加

昨年同様他支部のテニス愛好家に声を掛け、春の合宿を企画いたしました。中々都合
がつかず、県央支部から２名の参加でした。今回企画から段取りまでお世話になりま

した奥津さんから、感想文をいただきました。

奥津 治夫
毎年恒例の建築士会テニス同好会春合宿を５月１１日（土）１２日（日）に開催しました。今年

も昨年評判が良かった『沼津ニューウエルサンピア』の利用です。１１面のオムニコート、天然

温泉のあしたかの湯、駿河湾の海の幸を使った食事メニューなどプレイ後のリラクゼイションタ

イムも楽しめる合宿には最適のホテルです。いろいろな方のアドバイスもあり、人気のある施設
のため、予約も半年前から取り楽しみにしていました。しかし、不運なことに１１日は雨。早朝

自宅から車で沼津に向かうにつれ、だんだん曇りから雨にうつりかわる有り様。何でこの日に限

り雨なのか・・・みなも同じ思いだったはずです。

体育館を抑えておいたのでバトミントンでもと考えていましたが、やはりラケットを
タッチの練習。午後はバレーボール２面コートで狭いなりの変則テニス試合。得点をカウントす

ると皆の闘志に火が付くようで、軽く汗を流せました。 ただ、ラケットを振りきれないため

力加減をするので鬱憤が蓄積されたようです。
夜は飲み放題の宴会パックを利用しましたが、それでも二次会は部屋で持寄り酒にてのテニス談

議。面白かったのは河内さんのネットプレイに対する山本さんの批評表限でした。

12日は朝から雨もあがり、晴天になってゆきました。午前はコート２面で乱数表による4ゲーム先

取のダブルスゲームを行い、せっかく来たのだからとのことで、午後は希望者を募り、２時間延
長してプレイ。再度温泉につかり、現地解散となりました。帰りの100キロ強の車の運転は眠気と

の戦いでしたが、心地よい疲労感を楽しめました。また合宿により、みなさんと親近感を得られ

たように思います。
PS。最近『日に焼けたね』と誰かしらから 声をかけられたのではないでしょうか。

第６回テニス総会報告

日時：平成２５年５月１８日（土）ＰＭ７：００～ （５名出席）

場所：関内 清香楼（中華）

役員は殆ど留任、会員増強については知り合い会員に声を掛けることにしました。

今年度末には２００回記念を迎える予定です。達成を記念して、記念行事について又今後の
テニス同好会のあり方について議論いたしました。
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１日目昼食 １日目室内にて 夕食時の反省会 ２日目テニスコート



厚生委員会から 横浜地ビール飲み放題  のお知らせ 

  
  暑さが続く中、皆様方には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、本年も夏の納涼会を開催いたします。 
皆様方の奮ってのご参加をお待ちいたします。    

 
・開催日時 平成 25 年 9 月 6 日（金）18：00 受付開始 18:30 スタート  
・会場   驛（うまや）の食卓 ―横浜ビール直営ビアレストラン― 
      〒231-0013 神奈川県横浜市中区住吉町 6-68-1 横浜関内地所ビル 1・2F 
      TEL 045-641-9901  JR 桜木町駅・JR 関内駅より徒歩 7 分 
 
・参加費   会員    ￥3,500－ 
（当日にお持ち下さい） 賛助会員       ￥5,500－ 
   非会員（会員の同伴が必要です） ￥5,500－ 
 お申し込みは、FAX№０４５－３２４－１７６０へお早めにご連絡下さい。 

尚、締切は 8/30（金）とさせていただきます。 
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お 知 ら せ 横浜支部から 横浜市から

技術・情報委員会

技 術 ・ 情 報 委 員 会 で は 平 成 ２ １ 年 2月 に 京 都 、 ２ ３ 年 度 に は 奈 良 旅 行 を 企 画 し 、 多 数

の 会 員 参 加 を い た だ き 、 そ れ な り の 成 果 を あ げ ら れ た も の と 仲 間 内 で 自 負 し て お り ま す。

一 昨 年 は 不 幸 に も 東 北 の 地 に 大 震 災 が 生 じ た わ け で す が 、 京 都 ・ 奈 良 に 並 ぶ 三 都 の 一 つ

神 戸 も 震 災 に 会 っ て お り ま す 。 今 回 神 戸 旅 行 を 企 画 し 、 そ の 震 災 復 興 の 地 を 微 に 入 り

細 に 入 り 、 直 に 体 感 し た い と 思 い ま す 。

本 年 度 最 初 の 有 志 懇 談 の 際 、 神 戸 旅 行 の キ ー マ ン （ 担 当 者 ） を 募 り 、 現 在 委 員 会 に

て

そ の 具 体 化 に 励 ん で お り ま す 。

技 術 ・ 情 報 委 員 会 田 中 克 樹



横浜市建築局からのお知らせ 

＜バリアフリーの基準の改正について＞ 

横浜市福祉のまちづくり条例･同施行規則を改正し、子育世代に配慮した設備の追加や、共同住

宅の基準の見直し等、事前協議と建築確認におけるバリアフリーの基準全般を見直しました。

平成 26 年以降に建築工事に着手する場合は、最新の情報をご確認ください。 

詳細はこちら http://www.city.yokohama.lg.jp/kenchiku/guid/kenki/barrierfree/ 

 

＜開発調整条例の改正について＞  
改正開発調整条例が７／１から施行されています。改正は、まちづくりの視点に立ち無秩序な

開発区域の拡大や区画変更等を未然に防止するため、住居系用途地域における敷地面積の最低

限や、条例の適用期間として完了公告後から 1 年、または建築物の完了時点までとすることな

どを定めています。条例の適用期間中は、開発事業区域内外の区域変更や区画数の増減等がで

きない場合もありますので、あらかじめご相談をお願いします。  
（建築局宅地審査課 045-210-9813、調整区域課 045-210-9895）  
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広報委員会

新メンバーでスタート！！

広報委員会は、平成25年度より落合委員長を中心に、新メンバーでスタートしました。

この”横浜支部だより”は、各委員会、本会の情報等を横浜支部会員の皆様に、発信する重要な役割を担ってお

ります。本年度より、各委員会から広報担当を決めて頂き、各委員会と広報委員会が一丸となり、より充実した

紙面づくりを目指すことになりました。会員の皆様に喜ばれる紙面になるよう、編集会議をしております。

ご期待ください！！

ぜひ、会員の皆様からの記事、情報、ご意見等をお待ちしております。

今後とも、広報委員会へご協力頂きます様、よろしくお願い致します。

本年度より広報委員会の委員長に任命されました落合です。神奈川県建築士会本会の情報広報委員の委員になっ

てから６年、この間多少なりとも士会の広報誌「SALON」編集作業のお手伝いなどを致してまいりました。そんな

経験が少しでも支部活動に役立つのならと思い、大役をお引き受けいたしました。会報発刊に至るまでには数々

の問題点もあるようで大変そうですが、年２回の会報発刊をめざしてがんばりたいと思います。 落合 博

一般社団法人神奈川県建築士会

神奈川県横浜市中区太田町2丁目22 神奈川県建設会館新館 5F

045-2011-284 LEE06100@nifty.ne.jp

http://www.kanagawa-kentikusikai.com

横浜支部賛助会一覧

㈱渡辺組 総合建設業 ㈹渡邉一郎

東京ガス㈱神奈川都市エネルギー部 ㈹樺山豊久

不二物産㈱ 金属建具加工販売 ㈹斎田徳次郎

ヤマト建設㈱ 総合建設業 ㈹小林清一

横浜エレベータ㈱ エレベーター販売 ㈹勝 治雄

㈱カンディハウスヨコハマ 家具製造販売 ㈹藤田哲也

㈱キクシマ 総合建設業 ㈹ 菊嶋秀生

㈱ヒライデ 印刷業 ㈹平出伸二

㈱星 木材銘木販売 ㈹星雅巳

順不同

★広報委員★

落合博・玉野直美・丸山幸一・雨森隆子

小野寺安紀子・吉原直美・宮田欣也・加藤高明

高橋秀行・池谷透・長井邦夫 （順不同）


